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　生まれつき僕は目が見えない。
　その所為というか、だからというか、みんな僕に対する警戒心が薄い。見えないからっていうことで、様々なことを気にせずに僕の前でしている。
　まあ、確かに僕も何をしているかは明確には判らないから、お互い居るんだけど居ないみたいな状況にはなる。
　判りやすい例を出すと、たとえ僕の目の前で女性が着替えていたとしてもお互い問題がないというようなことかな？僕は見えないし、女性も見られているわけではないのでそれほど気にすることでもない。かといってそんな場面なんてそうそうないけどね。
　とにかく、そこに僕が居ても、見られていない、見えていない、と思っているから気兼ねなくいろんなことをする。
　そうなんだよねぇ。そうなんだよ。確かにね、僕は目が見えない。だから目の前で何が行われているかは見えてはいない。
　それは正しい。正しいんだよ。
　でもねぇ……。何かをしているのかは判るんだよ？それがけっこう大事なことだったりするんだよ？判るかな？
　ここで僕が言いたいことはだね、要するに、菜穂さんが僕の前を何度も通り過ぎているってことなんだよ。
　いやはや、菜穂さん。僕には判るんだよ。歩幅と足音と漂う気配と微かな香りで。しっかりと菜穂さんだと確信しているんだよ。
　気付いているんだよ菜穂さん。いったい僕の目の前を何往復するつもりなの？
　足音を消しているつもりでしょ？いや、聞こえているって。風の流れみたいな気配もあるし、とにかく判るんだって。
　いっかい立ち止まろうよ、ねえ？落ち着かないのは判るけどさ、気付かないフリをしている僕の身にもなってよ。お願いだから止まって。もしくは僕に話しかけて存在を確定して。そうしてくれないと僕が動けないから。
　ああ、また通り過ぎる。いや、ホント、この反応してはいけない状況が疲れる。どうせすぐ帰ってくるんでしょ？
　目深にかぶったその帽子は日の光よりも顔の赤みを隠すもの。動物たちは心配げ。オロオロと背後で見守っている。うろたえながらも花は見上げて女性の様子をつぶさに知ろうとしている。
　しゃがみこんでは立ち上がり、丸くなっては隙間から覗き込み、女性はとても忙しそう。
　動物たちはもじもじして、彼女に近づくことができない。
　草は彼女を急き立てて、かさかさと音を奏ではじめ、風が女性を追い立てる。それでも首を振る女性を見て、涼しさが呆れてため息をつく。
　冷気に触れて震えるけども、女性は一歩が踏み出せない。
　どうかそのままで居てと願いながら、いつかそのままではいけないと危ぶんでいる。遠くを見るのがどうしても怖くて、足元ばかりに意識を向けた。踏み出すことの怖さを思い知り、振り返ることの悲しさに怯え続けた。
　動けぬ女性のために柔らかさが手を差し伸べる。境界をそこに、境界をそばに。いつかそれを失うために。
　……と、あっ。ようやく健斗さんが現れたみたい。今、菜穂さんと話している。
　そして……、喧嘩してる……。いつもと変わらない。
　ああ、どんどんヒートアップしている。救いなのは喧嘩が以前に戻っていることかな。健斗さんはやりやすそうだ。
　菜穂さんは……、うん、テンパっているね。熱気が伝わってくるね。明らかに言い負けてるね。
　健斗さんは満足そうにしている。そして僕に挨拶をするとそのまま帰って行った。
　菜穂さんはそのまましばらく佇んでいる。僕は何も言わずにただそこにいた。
　しばらくするとのそのそと歩く音が聞こえて、それは僕の隣に来ると崩れるように座った。
　……ため息が聞こえる。できるだけ殺したような小さなため息が僕のそばで。
　それから空洞に通したようなため息をもう一つ。
　丸まって顔を埋めているんだろう。深く深くそれは吐き出されていった。
「菜穂さんはいつも健斗さんと喧嘩しているね？」
　菜穂さんからの返事はない。
「いつも思うんだ。二人はとても仲がいいなって」
「……喧嘩しているのに？」
「そうだね。でもとても生き生きしているよ。健斗さんなんて特にそう感じる」
「そう？」
「うん、そうだよ。健斗さんはよく菜穂さんの話をしてくれるよ」
「どんな話？」
「どんな話っていうと……」
　言葉のチョイスに磨きをかけてきたとか？あ、言えないなこれ。
「……なんかこう、盛り上がる、みたいな？」
「ホントに？」
　嘘ではないかな？
「うん」
「そっか、そうなんだ。……そんなふうに思っているんだ」
　よかった。元気が出てきたみたいだ。
「……でも、やっぱりそこからなのよね。難しいのが」
「難しいって何が？」
　お？恋愛相談が始まるかな？
「難しいのよ、ここからが。……まあ、子供には判らないでしょうけど」
　なっ……！なんだって？
　そんなこと判りますぅ。僕だってそれぐらい知ってますぅ。
　見た目だけで子供扱いしないでください！
　もう！
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